
米
国
の
確
定
拠
出
年
金
三
〇
年
の
推
移
か
ら

日
本
の
Ｄ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る

杉

田

浩

治

は
じ
め
に

〇
一
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
の
企
業
型
確
定
拠
出
年

金
は
、
企
業
に
よ
る
資
金
拠
出
の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
た

が
、
発
足
後
一
〇
年
を
経
て
一
二
年
一
月
か
ら
従
業
員
に

よ
る
資
金
拠
出
も
可
能
に
な
っ
た
。

一
方
、
日
本
が
制
度
導
入
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
米

国
の
確
定
拠
出
年
金
制
度
は
、
八
一
年
の
四
〇
一
(ｋ
)

︵
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
︶
プ
ラ
ン
発
足
か
ら
三
〇
年
を

経
過
し
、
一
一
年
末
の
運
用
資
産
残
高
は
、
個
人
型
確
定

拠
出
年
金
の
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
合
わ
せ
る
と
六
〇
〇
兆
円
を
超
え

て
い
る
。

そ
こ
で
、
日
本
に
二
〇
年
先
行
し
て
い
る
米
国
の
確
定

拠
出
年
金
が
、
日
本
の
現
在
に
相
当
す
る
﹁
制
度
導
入
後

一
〇
年
の
時
点
﹂
で
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
を
含

め
て
三
〇
年
間
の
推
移
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
今
後
の
日
本
の
確
定
拠
出
年
金
を
考
え
る
上

で
の
ポ
イ
ン
ト
を
幾
つ
か
掲
げ
た
い
。

な
お
、
確
定
拠
出
年
金
は
、
世
界
的
に
﹁
D
e
fin
e
d
(確

定
)
C
o
n
trib
u
tio
n
(
拠
出
)﹂
の
頭
文
字
を
と
っ
て
﹁
Ｄ

Ｃ
年
金
﹂
と
略
称
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
以
下
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﹁
Ｄ
Ｃ
年
金
﹂
と
記
載
す
る
こ
と
に
す
る
。

︵
注
１
︶
本
稿
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ト

ピ
ッ
ク
ス
欄
に
掲
載
し
た
原
文
を
本
誌
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
一
部

割
愛
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

︵
注
２
︶
本
稿
に
お
け
る
事
実
認
識
・
意
見
は
筆
者
の
私
見
で
あ
る
。

一
、
米
国
の
Ｄ
Ｃ
年
金
制
度
の
変
化

⑴

制
度
の
位
置
づ
け
・
意
義

①

﹁
個
人
の
退
職
準
備
貯
蓄
を
推
進
す
る
﹂
意
味
合
い

が
強
い
。

米
国
の
Ｄ
Ｃ
年
金
は
、
七
四
年
の
従
業
員
退
職
所
得
保

障

法
︵
E
m
p
lo
y
e
e

R
e
tire
m
e
n
t
In
co
m
e

S
e
cu
rity

A
ct、
こ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
通
常
エ
リ
サ
法
と
呼
ば
れ

る
︶
の
制
定
に
と
も
な
い
発
足
し
た
個
人
退
職
口
座
︵
Ｉ

Ｒ
Ａ
=
In
d
iv
id
u
a
l
R
e
tire
m
e
n
t
A
cco
u
n
t︶
を
も
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
、
主
と
し

て
企
業
年
金
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
自
営
業
者
等
の
た

め
の
制
度⑴

で
、
日
本
の
個
人
型
Ｄ
Ｃ
年
金
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
。

そ
し
て
八
一
年
に
、
企
業
年
金
に
つ
い
て
従
来
の
確
定

給
付
︵
D
e
fin
e
d
B
e
n
e
fit、
略
称
Ｄ
Ｂ
︶
型
に
加
え
Ｄ
Ｃ

型
の
四
〇
一
(
ｋ
)
プ
ラ
ン
が
発
足
し
、
現
行
の
Ｄ
Ｃ
年
金

制
度
が
確
立
さ
れ
た
︵
四
〇
一
(
ｋ
)
プ
ラ
ン
は
、
七
八
年

歳
入
法
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
四
〇
一
条
(
ｋ
)
項
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
が
、
内
国
歳
入
庁
が
具
体
的
な
実
施
規
則

を
設
け
た
の
は
八
一
年
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
実
質
的
に
四

〇
一
(
ｋ
)
プ
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
︶。

さ
て
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
も
四
〇
一
(
ｋ
)
も
﹁
個
人
の
自
助
努
力

に
よ
る
退
職
準
備
貯
蓄
を
促
進
す
る
﹂
た
め
の
税
優
遇
制

度
で
あ
り
、
消
費
性
向
の
強
い
米
国
人
に
貯
蓄
を
促
す
政

策
の
一
環
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
企
業
型
の
四
〇
一

(ｋ
)
に
つ
い
て
も
従
業
員
拠
出
が
基
本
で
あ
っ
て
、
企
業

の
拠
出
は
補
助
的
な
上
乗
せ
︵
マ
ッ
チ
ン
グ
︶
拠
出
と

な
っ
て
い
る
。
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②

ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法
投
資
を
普
及
さ
せ
た

四
〇
一
(ｋ
)プ
ラ
ン
へ
の
拠
出
は
、
毎
月
の
給
与
か
ら

天
引
積
立
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る
か
ら
、﹁
価
格
変

動
商
品
へ
の
定
期
・
定
額
投
資
﹂
を
強
制
的
に
実
行
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
時
間
分
散
と

買
付
単
価
引
下
げ⑵

の
効
果
が
あ
る
ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法
投

資
の
普
及
に
一
役
買
っ
た
と
も
い
え
る
。

︹
日
本
と
の
比
較
︺

雇
用
の
流
動
化
な
ど
を
踏
ま
え
て
発
足
し
た
日
本
の
企

業
型
Ｄ
Ｃ
年
金
は
、
米
国
の
よ
う
な
﹁
個
人
の
退
職
準
備

貯
蓄
の
推
進
﹂
と
い
う
目
的
で
は
な
く
、
従
来
の
確
定
給

付
︵
Ｄ
Ｂ
︶
型
企
業
年
金
の
置
き
換
え
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
従
業
員
拠
出
を
認
め
て
い
な

か
っ
た
し
、
一
二
年
か
ら
従
業
員
拠
出
を
認
め
る
に
あ

た
っ
て
も
、
そ
の
金
額
は
﹁
企
業
拠
出
額
の
範
囲
内
で
、

か
つ
企
業
・
個
人
の
合
計
拠
出
額
が
所
定
の
限
度
額
︵
後

述
︶
を
上
回
ら
な
い
こ
と
﹂
と
い
う
制
限
が
付
い
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
一
二
年
か
ら
始
ま
る
従
業
員
拠
出
を

︵
企
業
拠
出
に
上
乗
せ
す
る
︶﹁
マ
ッ
チ
ン
グ
拠
出
﹂
と
呼

ん
で
お
り
、
企
業
拠
出
を
マ
ッ
チ
ン
グ
拠
出
と
呼
ぶ
米
国

と
は
反
対
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
今
ま
で
の
企
業
型
Ｄ
Ｃ
年
金

は
米
国
の
四
〇
一
(ｋ
)と
は
基
本
的
な
思
想
が
異
な
る
の

で
、
日
本
版
四
〇
一
(
ｋ
)
と
い
う
言
い
方
は
的
を
射
て
い

な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る⑶

。

⑵

四
〇
一
(
ｋ
)
の
従
業
員
拠
出
限
度
額
は
、
平
均
年
収

に
対
し
二
〇
％
前
後
で
推
移

さ
て
、
米
国
Ｄ
Ｃ
年
金
へ
の
個
人
拠
出
に
つ
い
て
税
制
上

の
優
遇
措
置
︵
拠
出
額
を
課
税
所
得
か
ら
控
除
で
き
る
と

と
も
に
、
運
用
期
間
中
に
発
生
す
る
収
益
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
な
い
↓
い
ず
れ
も
受
取
時
ま
で
課
税
が
繰
り
延
べ
さ

れ
る
措
置
︶
が
適
用
さ
れ
る
拠
出
限
度
額
の
推
移
を
振
り
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返
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

個
人
型
の
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
年
間
一
、
五
〇
〇
ド
ル
の
限
度
額

で
ス
タ
ー
ト
し
、
以
後
八
二
年
～
〇
一
年
ま
で
の
二
〇
年

間
は
二
、
〇
〇
〇
ド
ル
で
据
え
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の

後
、
〇
二
年
に
三
、
〇
〇
〇
ド
ル
、
〇
四
年
に
四
、
〇
〇

〇
ド
ル
、
そ
し
て
〇
八
年
に
は
五
、
〇
〇
〇
ド
ル
へ
引
き

上
げ
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
〇
二
年
か
ら
は

五
〇
歳
以
上
に
つ
い
て
追
加
︵
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
︶
拠
出

が
認
め
ら
れ
、
そ
の
限
度
額
は
当
初
五
〇
〇
ド
ル
で
ス

タ
ー
ト
し
、
〇
六
年
に
は
一
、
〇
〇
〇
ド
ル
へ
引
き
上
げ

ら
れ
た
。

一
方
、
企
業
型
の
四
〇
一
(ｋ
)
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

企
業
と
従
業
員
の
合
計
拠
出
額
に
つ
い
て
の
み
限
度
額
が

存
在
し
、
そ
れ
は
八
三
年
以
降
年
間
三
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
八
七
年
か
ら
従
業
員
拠
出
に
つ
い
て

別
に
限
度
額
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
額
は
図
表
１
の
よ
う
に

年
七
、
〇
〇
〇
ド
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
イ
ン
フ
レ
・
ス
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ラ
イ
ド
条
項
な
ど
に
よ
り
一
〇
年
に
は
一
六
、
五
〇
〇
ド

ル
、
そ
し
て
一
二
年
に
は
一
七
、
〇
〇
〇
ド
ル
︵
八
七
年

比
二
・
四
倍
︶
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
Ｉ
Ｒ

Ａ
と
同
様
に
〇
二
年
か
ら
は
五
〇
歳
以
上
に
つ
い
て
追
加

︵
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
︶
拠
出
が
認
め
ら
れ
、
一
、
〇
〇
〇

ド
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
た
限
度
額
は
一
二
年
に
は
五
、
五
〇

〇
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
五
〇
歳
以
上
の
四
〇
一
(ｋ
)加
入
者
は
、

一
二
年
に
つ
い
て
い
え
ば
二
二
、
五
〇
〇
ド
ル
︵
一
ド
ル

八
〇
円
換
算
で
一
八
〇
万
円
、
八
七
年
比
三
・
二
倍
︶
の

拠
出
が
可
能
で
あ
る
︵
な
お
、
企
業
拠
出
と
従
業
員
拠
出

を
合
わ
せ
た
合
計
限
度
額
は
一
二
年
現
在
五
〇
、
〇
〇
〇

ド
ル
＝
約
四
〇
〇
万
円
で
あ
る
︶。

ま
た
、
四
〇
一
(ｋ
)の
従
業
員
拠
出
限
度
額
の
平
均
世

帯
年
収
に
対
す
る
割
合
を
計
算
︵
五
〇
歳
以
上
の
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
分
を
含
め
な
い
で
計
算
︶
し
て
み
る
と
、
図
表

１
折
れ
線
の
よ
う
に
二
〇
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
一

〇
年
現
在
で
は
二
四
％
︵
平
均
年
収
六
七
、
五
三
〇
ド
ル

に
対
し
拠
出
限
度
額
一
六
、
五
〇
〇
ド
ル
︶
と
な
っ
て
い

る
。

︹
日
本
と
の
比
較
︺

日
本
の
企
業
型
Ｄ
Ｃ
年
金
の
年
間
拠
出
限
度
額
は
、
一

二
年
現
在
、
!
Ｄ
Ｂ
型
の
年
金
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合

で
六
一
万
二
千
円
、
"
Ｄ
Ｂ
型
の
年
金
を
実
施
し
て
い
る

場
合
は
三
〇
万
六
千
円
で
あ
る
。
日
本
の
勤
労
者
世
帯
平

均
年
収
は
二
〇
一
〇
年
現
在
で
六
二
〇
万
円⑷

で
あ
る
か

ら
、
!
の
限
度
額
で
計
算
し
て
も
平
均
年
収
比
九
・
九
％

に
過
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
米
国
の
企
業
・
従
業
員
合
計
拠
出
限
度

額
五
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
︵
約
四
〇
〇
万
円
︶
の
対
平
均
年

収
比
七
三
％
は
も
と
よ
り
、
従
業
員
拠
出
限
度
額
の
平
均

年
収
比
二
四
％
と
比
べ
て
も
か
な
り
低
い
︵
な
お
、
米
国

の
制
度
発
足
か
ら
一
〇
年
後
の
九
一
年
当
時
は
、
企
業
・
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従
業
員
合
計
拠
出
限
度
額
が
三
八
、
四
七
五
ド
ル
で
対
平

均
年
収
比
七
九
％
、
従
業
員
拠
出
限
度
額
は
八
、
四
七
五

ド
ル
で
対
平
均
年
収
比
二
二
％
と
な
っ
て
い
た
︶。

⑶

四
〇
一
(
ｋ
)
に
自
動
加
入
方
式
を
取
り
入
れ
た

二
〇
〇
六
年
改
革

米
国
で
は
〇
六
年
に
年
金
保
護
法
︵
th
e
P
e
n
sio
n

P
ro
te
ctio
n
A
ct
o
f
2
0
0
6︶
が
成
立
し
、
企
業
年
金
制
度

に
つ
い
て
大
改
革
が
行
わ
れ
た
。
Ｄ
Ｃ
年
金
に
か
か
わ
る

主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

①

四
〇
一
(ｋ
)プ
ラ
ン
へ
の
加
入
に
つ
い
て
、
従
来
は

﹁
従
業
員
が
積
極
的
に
加
入
の
意
思
を
示
し
た
場
合
に

の
み
加
入
す
る
︵
＝
企
業
が
拠
出
金
を
給
料
か
ら
天
引

き
で
き
る
︶
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
﹂
と
な
っ
て
い
た
の

を
、﹁
企
業
は
、
従
業
員
が
特
に
加
入
を
拒
否
し
な
け

れ
ば
自
動
的
に
プ
ラ
ン
加
入
者
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
方
式
﹂
に
改
め
た
。

②

上
記
の
自
動
加
入
方
式
を
採
用
す
る
場
合
、﹁
給
料

の
何
％
を
積
み
立
て
る
か
﹂
と
い
う
拠
出
率
を
従
業
員

自
ら
が
設
定
し
な
い
と
き
は
、
企
業
が
自
動
的
に
引
き

上
げ
て
い
け
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。

③

四
〇
一
(
ｋ
)プ
ラ
ン
加
入
者
が
プ
ラ
ン
資
産
の
運
用

方
法
に
つ
い
て
選
択
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
企
業

は
、
労
働
省
の
定
め
る
規
制
に
沿
っ
た
資
産
を
選
ん
だ

も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し

て
、
後
に
労
働
省
は
﹁
加
入
者
の
運
用
指
示
が
な
か
っ

た
場
合
の
適
格
投
資
商
品
︵
デ
フ
ォ
ル
ト
・
オ
プ
シ
ョ

ン
︶﹂
と
し
て
﹁
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ァ
ン
ド

︵
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
・
フ
ァ
ン
ド
な
ど
と
も
呼
ば
れ

る⑸

︶
、
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
、
投
資
顧
問
に
よ
る
運
用

勘
定
︵
Ｓ
Ｍ
Ａ
︶﹂
の
三
つ
と
す
る
こ
と
を
規
則
で
定

め
た
。
こ
の
三
つ
は
い
ず
れ
も
株
式
組
み
入
れ
可
能
商

品
で
あ
る
。

言
い
換
え
る
と
Ｍ
Ｍ
Ｆ
や
Ｇ
Ｉ
Ｃ
ｓ
︵
G
u
a
ra
n
te
e
d
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In
v
e
stm
e
n
t
C
o
n
tra
cts
＝
保
険
会
社
が
提
供
す
る
元

利
保
証
商
品
︶
な
ど
元
本
安
定
商
品
を
デ
フ
ォ
ル
ト
・

オ
プ
シ
ョ
ン
に
含
め
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
労

働
省
は
﹁
Ｍ
Ｍ
Ｆ
や
元
本
安
定
商
品
は
、
短
期
運
用
手

段
あ
る
い
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
一
部
と
す
る
に
は
有

用
で
あ
る
が
、
四
〇
一
(ｋ
)資
産
の
全
部
を
こ
れ
ら
に

投
資
し
て
し
ま
う
と
、
加
入
者
が
必
要
な
老
後
資
産
を

形
成
す
る
た
め
に
十
分
な
リ
タ
ー
ン
を
生
ま
な
い
恐
れ

が
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
た
。

︹
日
本
と
の
比
較
︺

日
本
は
前
述
の
と
お
り
、
一
一
年
ま
で
従
業
員
拠
出
を

認
め
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
一
二
年
か
ら
認
め
る
従
業
員

拠
出
は
、
拠
出
を
選
択
し
た
従
業
員
の
み
が
参
加
す
る
オ

プ
ト
イ
ン
方
式
で
あ
り
、
拠
出
額
は
﹁
企
業
拠
出
額
の
範

囲
内
で
、
か
つ
企
業
・
個
人
の
合
計
拠
出
額
が
所
定
の
限

度
額
を
上
回
ら
な
い
﹂
と
い
う
制
限
付
き
で
あ
る
。

ま
た
運
用
対
象
に
つ
い
て
は
、
確
定
拠
出
年
金
法
が

﹁
運
営
管
理
機
関
は
、
加
入
者
に
提
示
す
る
運
用
対
象
商

品
の
中
に
必
ず
元
本
確
保
商
品
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
規
定
し
て
お
り
、
米
国
労
働
省
の
デ
フ
ォ
ル
ト
・

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
対
照
的
で
あ
る
。
実

態
的
に
も
、
企
業
年
金
連
合
会
が
一
〇
年
に
実
施
し
た

﹁
第
三
回
確
定
拠
出
年
金
に
関
す
る
実
態
調
査
﹂
に
よ
れ

ば
、
デ
フ
ォ
ル
ト
商
品
を
設
定
し
て
い
る
企
業
の
割
合
は

五
六
％
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
デ
フ
ォ
ル
ト
商
品
の
九
七
％

は
元
本
確
保
型
商
品
︵
預
貯
金
六
三
・
五
％
、
保
険
商
品

三
三
・
九
％
︶
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
資
産
残
高
の
推
移

以
上
の
よ
う
な
制
度
変
化
の
な
か
で
、
米
国
の
Ｄ
Ｃ
年

金
残
高
は
図
表
２
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
。

個
人
型
︵
Ｉ
Ｒ
Ａ
︶
・
企
業
型
︵
四
〇
一
(
ｋ
)︶
の
両
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方
が
整
っ
た
八
一
年
を
起
点
と
し
、
制
度
発
足
か
ら
一
〇

年
後
の
九
一
年
の
状
況
を
見
る
と
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
残
高
が
七
、

七
六
〇
億
ド
ル
、
四
〇
一
(
ｋ
)
残
高
が
四
、
四
〇
〇
億
ド

ル
、
合
計
で
一
兆
二
、
一
六
〇
億
ド
ル
に
達
し
て
い
た
。

そ
の
個
人
金
融
資
産
に
対
す
る
比
率
は
七
・
六
％
で
あ
っ

た
。︵
こ
の
他
に
公
務
員
Ｄ
Ｃ
な
ど
を
含
め
た
Ｄ
Ｃ
総
残

高
は
一
兆
八
、
三
六
〇
億
ド
ル
、
個
人
金
融
資
産
に
対
す

る
比
率
は
一
一
・
四
％
に
達
し
て
い
た
︶
。

そ
し
て
米
国
の
Ｄ
Ｃ
残
高
は
九
〇
年
代
以
降
に
飛
躍
的

に
拡
大
し
、
一
一
年
末
に
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
が
四
兆
八
、
七
二
〇

億
ド
ル
、
四
〇
一
(ｋ
)が
三
兆
七
〇
〇
億
ド
ル
、
合
計
で

七
兆
九
、
四
二
〇
億
ド
ル
に
達
し
、
そ
の
個
人
金
融
資
産

に
対
す
る
比
率
は
一
六
・
二
％
に
拡
大
し
て
い
る
。︵
こ

の
他
に
公
務
員
Ｄ
Ｃ
な
ど
を
含
め
た
一
一
年
末
の
Ｄ
Ｃ
総

残
高
は
九
兆
四
、
〇
三
〇
億
ド
ル
、
個
人
金
融
資
産
に
対

す
る
比
率
は
一
九
・
二
％
で
あ
る
︶。

な
お
、
ミ
ク
ロ
的
に
一
口
座
あ
た
り
の
平
均
残
高
を
み
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る
と
、
四
〇
一
(ｋ
)プ
ラ
ン
の
場
合
で
一
〇
年
末
現
在
六

〇
、
三
二
九
ド
ル⑹

︵
約
四
八
〇
万
円
︶
で
あ
る
。︵
制
度

発
足
か
ら
一
〇
年
後
の
九
一
年
の
数
字
は
不
明
、
九
二
年

は
推
定
二
五
、
〇
〇
〇
ド
ル
程
度⑺

で
あ
り
当
時
の
為
替

レ
ー
ト
一
二
五
円
で
換
算
し
て
三
一
二
万
円
︶。

︹
日
本
と
の
比
較
︺

日
本
の
一
一
年
三
月
末
︵
制
度
発
足
か
ら
約
一
〇
年

後
︶
現
在
の
Ｄ
Ｃ
残
高
は
、
五
・
五
兆
円⑻

と
な
っ
て
い

る
。
個
人
金
融
資
産
に
対
す
る
比
率
は
〇
・
四
％
程
度
に

過
ぎ
ず
、
米
国
の
制
度
発
足
か
ら
一
〇
年
後
︵
九
一
年
︶

の
七
・
六
％
に
比
べ
格
段
に
低
い
。

一
口
座
平
均
残
高
は
企
業
型
に
つ
い
て
単
純
計
算
︵
五

兆
円⑼

÷
三
七
一
万
人
︶
で
は
一
三
五
万
円
と
な
り
、
米
国

と
比
べ
総
残
高
に
お
け
る
ほ
ど
の
差
は
な
い
。
後
述
す
る

よ
う
に
加
入
率
の
低
い
こ
と
が
総
残
高
の
差
の
主
因
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
一
口
座
平
均
残
高

で
も
前
掲
米
国
の
一
〇
年
末
︵
四
八
〇
万
円
︶
の
三
分
の

一
以
下
、
九
二
年
︵
三
一
二
万
円
︶
と
比
べ
て
も
半
分
以

下
で
あ
る
。

三
、
運
用
内
容
の
変
化

⑴

九
〇
年
代
初
頭
は
安
定
商
品
主
流
、
そ
の
後
は
株
式

組
入
れ
商
品
主
流
へ
変
化
。

米
国
Ｄ
Ｃ
年
金
資
産
の
運
用
内
容
を
み
る
と
、
九
〇
年

代
初
の
銀
行
預
金
な
ど
安
定
資
産
主
流
か
ら
最
近
は
株
式

組
入
れ
商
品
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。

四
〇
一
(
ｋ
)資
産
の
内
訳
に
つ
い
て
は
古
い
デ
ー
タ
が

な
い
が
、
八
〇
年
代
か
ら
の
デ
ー
タ
が
あ
る
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
資

産
構
成
を
見
る
と
図
表
３
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
。
八

〇
年
当
時
は
銀
行
預
金
が
八
〇
％
を
占
め
て
い
た
︵
七
〇

年
代
の
長
期
株
価
低
迷
の
影
響
が
受
け
て
安
定
商
品
の
比

率
が
高
か
っ
た
︶
が
、
そ
の
後
大
き
く
変
動
し
、
一
〇
年
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に
は
銀
行
預
金
の
比
率
は
一
〇
％
に
激
減
、
反
対
に
投
信

の
比
重
が
三
％
か
ら
四
六
％
に
高
ま
っ
て
い
る
。︵
な
お

図
表
３
中
の
﹁
そ
の
他
﹂
と
は
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
口
座
保
有
者
が

証
券
会
社
等
に
設
け
た
専
用
口
座
で
株
式
等
を
対
象
に
自

己
運
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
比
重
も
傾
向
的
に
拡
大

し
て
い
る
。
︶

以
上
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
理
由
は
、
米
国
の
株
価
が

八
二
年
か
ら
長
期
上
昇
に
転
じ
、
そ
の
後
株
式
の
長
期
リ

タ
ー
ン
が
高
水
準
︵
八
二
～
〇
一
年
の
二
〇
年
間
の
Ｓ
＆

Ｐ
５
０
０
種
株
式
の
年
平
均
リ
タ
ー
ン
は
一
五
・
二
％
︶

で
安
定
化
す
る
中
で
、
勤
労
者
の
間
に
﹁
年
金
資
金
の
よ

う
に
超
長
期
運
用
の
場
合
は
、
短
期
的
リ
ス
ク
は
あ
っ
て

も
長
期
的
に
高
い
リ
タ
ー
ン
の
見
込
め
る
株
式
組
入
れ
商

品
に
投
資
す
べ
し
﹂
と
の
認
識
が
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
四
〇
一
(ｋ
)資
産
の
内
容
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
の

遡
れ
る
九
六
年
か
ら
の
状
況
を
み
る
と
図
表
４
の
と
お
り
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で
あ
る
。
時
価
比
率
で
あ
る
の
で
株
価
変
動
を
反
映
し
て

構
成
比
率
が
変
動
︵
株
価
上
昇
時
に
は
株
式
比
率
が
拡

大
、
株
価
下
落
時
に
は
株
式
比
率
が
縮
小
︶
し
て
い
る

が
、
傾
向
的
に
は
〇
一
年
の
エ
ン
ロ
ン
事
件
な
ど
を
反
映

し
て
自
社
株
投
資
の
比
率
低
下
が
目
立
つ
。
ま
た
保
険
会

社
の
Ｇ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
減
少
と
債
券
フ
ァ
ン
ド
の
増
加
、
そ
し

て
後
述
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ァ
ン
ド
の
成
長
を
反

映
し
て
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
一

〇
年
末
現
在
で
は
株
式
フ
ァ
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ン

ド
・
自
社
株
を
合
わ
せ
た
広
義
の
株
式
組
入
れ
商
品
が
約

七
割
を
占
め
て
い
る
。

︹
日
本
と
の
比
較
︺

日
本
の
企
業
型
Ｄ
Ｃ
年
金
の
資
産
の
内
訳
は
、
一
一
年

三
月
末
現
在
、
銀
行
預
金
四
一
・
六
％
、
保
険
二
〇
・
九

％
、
投
信
三
七
・
一
％
︵
う
ち
国
内
株
型
一
〇
・
七
％
、

外
国
株
型
五
・
四
％
、
国
内
債
型
五
・
〇
％
。
外
国
債
型
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三
・
八
％
、
バ
ラ
ン
ス
型
一
一
・
三
％
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
〇
・
九

％
︶、
そ
の
他
〇
・
三
％
と
な
っ
て
い
る⑽

。
投
信
の
比
率

が
四
割
近
い
こ
と
は
長
期
運
用
資
産
と
し
て
の
特
性
が
表

れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
米
国
と
比
べ
る
と
株
式
組
入
れ

商
品
の
比
率
が
低
い
。

⑵

最
近
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ァ
ン
ド
と
海
外
投
資

が
増
加

前
述
の
よ
う
に
〇
六
年
の
年
金
改
革
法
に
も
と
づ
く
デ

フ
ォ
ル
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
・
フ
ァ
ン
ド
が
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
四
〇
一
(ｋ
)の

運
用
対
象
と
し
て
同
フ
ァ
ン
ド
が
活
用
さ
れ
る
度
合
い
が

高
ま
っ
て
い
る
。

一
〇
年
末
現
在
で
は
四
〇
一
(ｋ
)
プ
ラ
ン
資
産
の
一

一
・
一
％
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ァ
ン
ド
が
占
め
て
い

る
︵
図
表
４
に
お
い
て
は
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
一
八
％
の

中
に
入
っ
て
い
る
︶。
特
に
若
年
層
を
中
心
に
新
規
雇
用

者
︵
雇
用
さ
れ
て
か
ら
二
年
以
内
の
雇
用
者
︶
の
当
フ
ァ

ン
ド
活
用
度
が
高
く
、
新
規
雇
用
者
の
う
ち
当
フ
ァ
ン
ド

を
保
有
す
る
者
の
割
合
は
〇
六
年
の
二
八
％
か
ら
一
〇
年

に
は
四
八
％
へ
上
昇
し
て
い
る
。

ま
た
投
資
の
国
際
化
も
進
行
し
て
お
り
、
保
有
株
式
投

信
の
う
ち
に
占
め
る
外
国
株
フ
ァ
ン
ド
の
割
合
を
見
る

と
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
、
四
〇
一
(ｋ
)の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
〇
五

年
末
の
一
八
％
か
ら
一
〇
年
末
に
二
六
％
へ
拡
大
し
た
。

︹
日
本
と
の
比
較
︺

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ァ
ン
ド
の
比
率
は
不
明
で
あ
る

が
、
外
国
投
資
比
率
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
資
産
内
訳

デ
ー
タ
よ
り
株
式
に
つ
い
て
三
四
％
、
債
券
に
つ
い
て
四

三
％
と
計
算
さ
れ
る
。
日
本
株
の
低
リ
タ
ー
ン
・
日
本
債

の
低
利
回
り
を
反
映
し
て
投
資
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
米
国

よ
り
進
ん
で
い
る
。
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四
、
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い

る
こ
と

⑴

自
助
努
力
年
金
プ
ラ
ン
へ
の
加
入
率
の
引
き
上
げ

米
国
で
は
勤
労
者
全
員
を
何
ら
か
の
私
的
年
金
制
度
で

カ
バ
ー
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
米
国
の
Ｄ
Ｃ
年
金
は
制
度
的
に
も
規
模

的
に
も
拡
充
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
米
国
の
勤
労
者
の

う
ち
約
半
分
は
企
業
年
金
︵
Ｄ
Ｂ
ま
た
は
Ｄ
Ｃ
︶
に
加
入

し
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
オ
バ
マ
政
権
は
数
年
来
﹁
企
業
年
金
で
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
勤
労
者
全
員
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｒ
Ａ

へ
の
自
動
加
入
︵
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
方
式
︶
制
度
﹂
の
導
入

を
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
企
業
年
金
を

提
供
し
て
い
な
い
企
業
主
に
対
し
、
従
業
員
の
給
与
の
一

部
︵
一
一
年
予
算
教
書
に
お
け
る
記
述
で
は
三
％
︶
を
天

引
き
で
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
拠
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
︵
た
だ

し
企
業
拠
出
は
義
務
付
け
な
い
︶
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
一
年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て
一
部
議
員
か
ら

法
案
提
出
︵
A
u
to
m
a
tic
IR
A
A
C
T
o
f
2
0
1
2
な
ど
︶
も

行
わ
れ
て
い
る
。
直
ぐ
に
成
立
す
る
見
通
し
は
立
っ
て
い

な
い
が
、
米
国
政
府
・
議
会
内
に
、
徐
々
に
﹁
勤
労
者
全

員
を
何
ら
か
の
私
的
年
金
で
カ
バ
ー
し
よ
う
﹂
と
す
る
動

き
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

︵
な
お
、
英
国
で
は
﹁
勤
労
者
全
体
を
対
象
と
す
る
Ｄ

Ｃ
年
金
自
動
加
入
制
度
﹂
の
導
入
が
既
に
決
ま
っ
て
お

り
、
一
二
年
か
ら
段
階
的
に
導
入
さ
れ
る⑾

︶

⑵

﹁
退
職
後
の
引
出
し
・
運
用
﹂
に
つ
い
て
も
個
人
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

日
本
の
﹁
団
塊
の
世
代
﹂
に
あ
た
る
米
国
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー⑿

の
退
職
が
本
格
化
す
る
に
と
も
な
い
、
四
〇
一
(ｋ
)

な
ど
に
つ
い
て
従
来
の
﹁
退
職
前
の
積
立
て
段
階
﹂
だ
け
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で
な
く
、﹁
退
職
後
の
引
出
し
︵
運
用
し
な
が
ら
取
り
崩

す
︶
段
階
﹂
に
つ
い
て
も
、
企
業
な
ど
が
個
人
を
サ
ポ
ー

ト
す
べ
し
と
い
う
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
お
い
て
も
、
フ
ィ
デ
リ
テ
ィ
社

や
バ
ン
ガ
ー
ド
社
な
ど
に
よ
る
﹁
投
信
で
運
用
し
な
が

ら
、
フ
ァ
ン
ド
分
配
金
と
一
部
解
約
金
を
組
み
合
わ
せ
て

毎
月
支
払
い
を
行
う
商
品
﹂
や
、﹁
投
信
ラ
ッ
プ
ア
カ
ウ

ン
ト
の
定
期
引
き
出
し
プ
ラ
ン
﹂
な
ど
が
出
現
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
自
分
の
資
産
だ
け
を
対
象
に
引

出
す
︵
資
産
に
限
り
が
あ
る
︶
の
で
、﹁
長
生
き
リ
ス
ク

︵
自
分
の
想
定
以
上
に
長
生
き
し
て
資
産
が
枯
渇
す
る
リ

ス
ク
︶
を
完
全
に
カ
バ
ー
で
き
る
〝
終
身
受
取
り
〟﹂
に

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
相
互
扶
助
の
保
険
の
仕
組
み
を
生
か
し
た
終

身
年
金
保
険
の
活
用
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
政
府
レ
ベ
ル

で
も
、
一
二
年
二
月
に
財
務
省
が
﹁
据
置
き
型
終
身
年
金

︵
た
と
え
ば
六
五
歳
で
加
入
し
、
一
五
～
二
〇
年
の
据
え

置
き
期
間
を
置
い
た
後
、
八
〇
歳
あ
る
い
は
八
五
歳
か
ら

年
金
の
受
取
り
が
始
ま
る
終
身
年
金
︶
を
利
用
し
や
す
く

す
る
よ
う
税
制
の
手
当
て
を
行
う
こ
と
﹂
な
ど
を
提
案
し

て
い
る
。

こ
の
政
府
提
案
の
背
景
に
は
、
一
般
に
加
齢
と
と
も
に

収
入
源
が
狭
ま
り
、
八
〇
歳
超
で
は
公
的
年
金
以
外
は
ほ

と
ん
ど
収
入
の
な
い
世
帯
が
多
く
な
る
︵
一
〇
年
現
在
で

三
三
％
に
達
し
て
い
る
︶
こ
と⒀

、
同
じ
終
身
年
金
保
険
で

も
、
六
五
歳
で
加
入
し
て
毎
年
二
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
の
年

金
を
得
る
た
め
に
必
要
な
払
込
金
は
、
加
入
後
直
ぐ
に
支

払
い
が
始
ま
る
即
時
年
金
の
場
合
で
は
二
七
七
、
五
〇
〇

ド
ル
で
あ
る
が
、
八
五
歳
か
ら
支
払
い
が
始
ま
る
据
置
き

型
な
ら
三
五
、
二
〇
〇
ド
ル
で
す
む
こ
と
︵
大
統
領
経
済

諮
問
委
員
会
試
算⒁

︶
な
ど
が
あ
る⒂

。
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五
、
日
本
の
今
後
へ
の
示
唆

以
上
述
べ
て
き
た
米
国
の
状
況
・
日
本
と
の
比
較
を
踏

ま
え
、
日
本
の
Ｄ
Ｃ
年
金
の
今
後
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
論

点
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴

私
的
年
金
充
実
の
必
要
性
は
米
国
よ
り
日
本
の
方
が

高
い

高
齢
者
の
公
的
年
金
依
存
度
、
そ
の
公
的
年
金
の
維
持

基
盤
な
ど
か
ら
み
る
と
、
私
的
年
金
を
充
実
す
る
必
要
性

は
米
国
よ
り
日
本
の
方
が
高
い
。

先
ず
六
五
歳
以
上
世
帯
の
収
入
内
訳
を
見
る
と
図
表
５

の
通
り
で
あ
る
。
米
国
で
は
公
的
年
金
︵
老
年
者
向
け
社

会
保
障
給
付
︶
へ
の
依
存
度
は
四
三
％
で
あ
る
が
、
日
本

で
は
七
一
％
に
達
し
て
い
る
。
逆
に
企
業
年
金
・
個
人
年

金
お
よ
び
資
産
か
ら
の
収
入
の
合
計
は
米
国
の
三
四
％
に
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対
し
、
日
本
は
一
二
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

次
に
日
米
両
国
が
採
用
し
て
い
る
賦
課
方
式
︵
現
役
世

代
の
負
担
金
で
高
齢
者
向
け
給
付
を
ま
か
な
う
方
式
︶
の

公
的
年
金
の
維
持
基
盤
を
見
る
意
味
で
、
﹁
高
齢
者
人
口
﹂

に
対
す
る
﹁
現
役
人
口
﹂
の
割
合
、
正
確
に
言
え
ば
[六

五
歳
以
上
の
老
年
人
口
に
対
す
る
一
五
～
六
四
歳
の
生
産

年
齢
人
口⒃

の
割
合
]
を
日
米
比
較
す
る
と
図
表
６
の
と
お

り
で
あ
る
。

米
国
は
現
在
一
対
五
・
一
︵
約
五
人
の
現
役
が
一
人
の

年
金
受
給
者
を
支
え
て
い
る
状
態
︶
で
あ
り
、
三
〇
年
は

一
対
三
・
一
に
悪
化
す
る
が
、
五
〇
年
に
は
一
対
三
・
二

へ
若
干
好
転
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
米
国

に
お
い
て
す
ら
公
的
年
金
財
政
に
つ
い
て
の
危
機
感
が
強

い
。﹁
一
八
歳
以
上
の
米
国
人
の
約
三
分
の
二
は
現
行
制

度
の
年
金
を
満
額
も
ら
え
な
い
と
予
測
し
て
お
り
、
特
に

二
〇
歳
代
以
下
の
世
代
で
は
満
額
受
給
を
予
測
す
る
人
は

七
％
に
過
ぎ
な
い⒄

﹂
と
言
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
政
府
が
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私
的
年
金
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
縷
々
述
べ
て
き

た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
は
す
で
に
現
在
一
対
二
・
八
で
あ

り
、
三
〇
年
に
は
そ
の
比
率
が
一
対
一
・
八
と
な
り
、
五

〇
年
に
は
一
対
一
・
三
と
な
る
︵
現
在
の
﹁
約
三
人
の
現

役
で
一
人
の
受
給
者
を
支
え
る
︵
運
動
会
の
︶
騎
馬
戦

型
﹂
か
ら
五
〇
年
に
は
﹁
約
一
人
で
一
人
を
支
え
る
肩
車

型
﹂
に
な
る
︶
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
公
的
年
金

の
維
持
基
盤
は
米
国
よ
り
格
段
に
弱
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
日
本
の
方
が
高
齢
者
の
公
的
年
金
依

存
度
が
高
い
こ
と
、
そ
の
公
的
年
金
の
維
持
基
盤
は
日
本

の
方
が
弱
い
こ
と
か
ら
、
私
的
年
金
充
実
の
必
要
性
は
日

本
の
方
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

⑵

私
的
年
金
と
公
的
年
金
と
の
一
体
的
議
論
を

私
的
年
金
充
実
の
た
め
に
は
、
私
的
年
金
を
﹁
公
的
年

金
を
補
完
す
る
重
要
な
手
段
﹂
と
位
置
づ
け
て
、
Ｄ
Ｃ
年

金
拠
出
限
度
額
を
﹁
税
制
﹂
の
枠
内
で
議
論
す
る
の
で
は

な
く
、
大
き
く
﹁
年
金
財
政
﹂
の
見
地
か
ら
、
あ
る
い
は

﹁
国
民
の
老
後
所
得
を
確
保
す
る
﹂
見
地
か
ら
議
論
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
日
本
の
Ｄ
Ｃ
年
金
拠
出
限
度
額
︵
税
制

優
遇
措
置
︶
は
米
国
に
比
べ
低
い
が
、
そ
の
拡
大
は
困
難

だ
と
い
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
中
央
大
学
・
森
信
茂
樹
教
授

は
﹁
日
本
の
年
金
税
制
は
、
拠
出
時
非
課
税
・
運
用
時
非

課
税
に
加
え
、
引
出
時
も
公
的
年
金
等
控
除
に
よ
り
事
実

上
非
課
税
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
優
遇
措
置
を
拡
大

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
三
階
︵
企
業
年
金
等
︶

部
分
に
つ
い
て
は
公
平
性
・
中
立
性
・
整
合
性
の
観
点
か

ら
も
問
題
が
あ
る
﹂
と
し
て
、﹁
三
階
部
分
の
年
金
と
い

う
枠
を
離
れ
、
新
た
に
二
〇
歳
以
上
六
五
歳
未
満
の
者
を

す
べ
て
対
象
と
す
る
拠
出
時
課
税
、
運
用
時
・
給
付
時
非

課
税
の
〝
日
本
版
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
創
設
〟
﹂
を
提
案
さ
れ
て
い
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る⒅

。ま
た
野
村
資
本
市
場
研
究
所
・
野
村
亜
紀
子
氏
は
〇
九

年
に
日
本
の
確
定
拠
出
年
金
制
度
に
つ
い
て
広
範
な
改
革

を
提
案
さ
れ
て
お
り⒆

、
そ
の
中
で
﹁
現
在
の
確
定
拠
出
年

金
の
拠
出
限
度
額
は
〝
公
的
年
金
と
企
業
年
金
を
合
わ
せ

て
、
望
ま
し
い
給
付
水
準
︵
＝
公
務
員
の
退
職
直
前
の
給

与
の
六
割
︶
の
達
成
ま
で
税
制
優
遇
を
付
与
す
る
〟
と
い

う
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
算
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
考
え

方
を
踏
襲
す
る
限
り
大
幅
な
拠
出
限
度
額
の
引
き
上
げ
は

難
し
い
と
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
対
応
策
と
し
て

﹁
毎
年
の
拠
出
限
度
額
の
〝
使
い
残
し
〟
を
現
役
時
代
を

通
じ
て
繰
り
越
す
こ
と
を
認
め
る

生
涯
拠
出
限
度
額

＜
＞

の
採
用
﹂
を
提
案
さ
れ
て
い
る
。

ご
両
氏
の
提
案
は
税
制
等
の
現
実
を
見
据
え
た
う
え
で

の
的
確
な
提
案
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
筆
者
が
や
や

飛
躍
し
た
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
な
ら
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

日
本
に
お
け
る
年
金
の
議
論
は
公
的
年
金
だ
け
に
集
中

し
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
公
的
年
金
の
維
持
基
盤
は

脆
弱
で
あ
る
の
で
、
﹁
私
的
年
金
を
も
加
え
て
老
後
の
所

得
確
保
を
図
る
方
向
﹂
に
議
論
を
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
Ｄ
Ｃ
年
金
へ
の
拠
出
限
度
額
は
﹁
税
制
﹂
の
枠
内

だ
け
で
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
私
的
年
金
充
実
に
と
も

な
う
公
的
年
金
給
付
︵
財
政
支
出
︶
の
抑
制
効
果
を
も
考

慮
し
た
﹁
年
金
財
政
収
支
﹂
の
観
点
か
ら
捉
え
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

海
外
の
例
を
見
て
も
、

頁
で
述
べ
た
﹁
米
国
オ
バ
マ

98

政
権
の
Ｉ
Ｒ
Ａ
自
動
加
入
制
度
提
案
﹂
は
、
公
的
年
金
の

財
政
見
通
し
が
厳
し
い
中
で
の
国
民
の
老
後
所
得
確
保
政

策
の
一
つ
で
あ
り
、
私
的
年
金
を
年
金
制
度
全
体
の
中
で

捉
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た

頁
で
触
れ
た
英
国
の
﹁
勤
労
者
全
体
を
対
象
と

98

し
た
Ｄ
Ｃ
年
金
自
動
加
入
制
度
﹂
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
の

年
金
改
革
の
一
環
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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〇
六
年
五
月
に
政
府
が
公
表
し
た
第
一
回
年
金
白
書
︵
公

的
・
私
的
年
金
改
革
の
基
本
哲
学
を
打
ち
出
し
た
報
告

書
︶
に
お
い
て
、
第
一
原
則
と
し
て
﹁
個
人
の
責
任
の
強

化
﹂
を
謳
い
、﹁
政
府
は
〝
個
人
一
人
ひ
と
り
が
退
職
後

に
備
え
る
責
任
が
あ
る
こ
と
〟
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
︵
こ
の
考
え
方
が
労
働
党

政
権
の
下
で
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
︶。

⑶

個
人
拠
出
の
開
始
は
Ｄ
Ｃ
制
度
の
本
格
普
及
の
好
機

一
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
企
業
型
Ｄ
Ｃ
年
金
へ
の
個
人
拠

出
の
開
始
は
、
Ｄ
Ｃ
年
金
制
度
へ
の
関
心
と
そ
の
普
及
度

を
高
め
、
加
入
者
の
資
産
運
用
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
図

る
良
い
機
会
で
あ
る
。

日
本
の
Ｄ
Ｃ
年
金
加
入
者
数
は
、
厚
生
労
働
省
統
計
に

よ
れ
ば
一
一
年
三
月
末
現
在
、
企
業
型
三
七
一
万
人
、
個

人
型
一
二
万
人
︵
こ
の
ほ
か
に
以
前
か
ら
存
在
す
る
国
民

年
金
基
金
加
入
者
が
五
五
万
人
︶
で
あ
る
。
有
資
格
者
に

対
す
る
比
率
︵
加
入
率
︶
は
、
企
業
型
が
厚
生
年
金
保
険

加
入
者
三
、
四
一
一
万
人
に
対
し
一
一
％
、
個
人
型
は
、

自
営
業
者
等
一
、
九
三
八
万
人
︵
第
一
号
被
保
険
者
︶
と

企
業
型
年
金
・
厚
生
年
金
基
金
等
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
企
業
の
従
業
員
︵
概
算
一
、
六
八
〇
万
人
︶
の
合
計

三
、
六
〇
〇
万
人
に
対
し
〇
・
三
％
︵
国
民
年
金
基
金
加

入
者
を
加
え
て
二
％
︶
と
計
算
さ
れ
る
。

個
人
型
の
普
及
が
特
に
遅
れ
て
い
る
が
、
企
業
型
の
一

一
％
に
つ
い
て
も
米
国
の
企
業
型
Ｄ
Ｃ
年
金
加
入
率
︵
直

近
の
一
〇
年
末
現
在
で
五
四
％
、
制
度
発
足
か
ら
一
〇
年

後
の
九
一
年
末
現
在
で
四
八
％
︱
い
ず
れ
も
従
業
員
一
〇

〇
人
以
上
の
民
間
企
業
ベ
ー
ス⒇

︶
に
比
べ
て
低
い
。

今
年
か
ら
個
人
拠
出
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
Ｄ
Ｃ

年
金
加
入
率
を
高
め
る
好
機
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
勤

労
者
に
と
っ
て
の
Ｄ
Ｃ
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
が
一
層
増
す
か

ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
従
来
か
ら
の
①
Ｄ
Ｂ
年
金
に
く
ら

べ
勤
続
年
数
が
短
く
て
も
受
給
権
が
発
生
す
る
、
②
Ｄ
Ｂ
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に
く
ら
べ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
︵
転
職
時
の
受
給
権
移
転
の

し
や
す
さ
︶
が
高
い
、
③
企
業
が
破
綻
し
て
も
年
金
減
額

な
ど
の
影
響
を
受
け
な
い
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、

新
し
く
④
節
税
効
果
︵
個
人
拠
出
額
が
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
る
う
え
運
用
期
間
中
の
発
生
収
益
に
つ
い
て
も
課

税
さ
れ
な
い
こ
とB

︶
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
関
係
者
は

こ
う
し
た
Ｄ
Ｃ
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
個
人
拠
出
の
開
始
に
よ
り
﹁
自
分
の
カ
ネ
を
運

用
す
る
﹂
意
識
が
強
ま
り
、
運
用
に
真
剣
さ
が
増
す
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
勤
労
者
の
資
産
運
用
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
に
つ
な
げ
る
良
い
機
会
と
な
る
。
米
国
で
も
、
一
九
八

〇
年
代
か
ら
急
速
に
個
人
の
有
価
証
券
投
資
が
増
加
し
た

背
景
に
は
、
四
〇
一
(ｋ
)の
社
員
教
育
に
よ
り
勤
労
者
の

知
識
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
結
果
、
四
〇
一
(ｋ
)口
座
以
外

の
資
産
に
つ
い
て
も
投
信
等
へ
の
投
資
を
ふ
や
し
た
こ
と

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
全
く
別
次
元
の
こ
と
で
あ
る
が
、
勤
労
者
が

給
与
天
引
き
で
資
産
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
行
動

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
指
摘
す
る
﹁
人
間
は
今
日
の
こ
と
を
決

め
る
の
は
簡
単
だ
が
、
四
〇
年
先
の
こ
と
を
決
め
る
の
は

難
し
い
。
多
く
の
人
は
年
老
い
る
こ
と
を
考
え
た
く
な
い

し
、
ま
し
て
や
如
何
に
し
て
十
分
な
退
職
後
準
備
貯
蓄
を

し
よ
う
か
な
ど
と
は
考
え
た
く
な
い
性
向
が
あ
るC

。﹂
と

い
う
問
題
点
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
策
︵
有
効
な
自
己
統

制
策
︶
で
も
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
将
来
的
に
は

英
・
米
の
よ
う
な
自
動
加
入
方
式
の
導
入
が
望
ま
し
い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

⑷

﹁
長
期
運
用
な
ら
株
式
投
資
﹂
の
認
識
を
広
め
た
い

数
十
年
単
位
で
長
期
運
用
す
る
Ｄ
Ｃ
資
産
の
投
資
対
象

と
し
て
株
式
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ

ヤ
ー
・
フ
ァ
ン
ド
な
ど
株
式
組
入
れ
資
産
の
比
重
が
高
ま

る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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前
述
の
よ
う
に
、
米
国
で
は
勤
労
者
だ
け
で
な
く
政
府

レ
ベ
ル
で
も
﹁
年
金
資
金
の
よ
う
に
超
長
期
運
用
に
あ
っ

て
は
、
短
期
的
リ
ス
ク
は
あ
っ
て
も
長
期
的
に
高
い
リ

タ
ー
ン
の
見
込
め
る
株
式
組
入
れ
商
品
が
適
性
を
発
揮
す

る
﹂
と
い
う
認
識
が
行
き
渡
っ
て
い
る
。

英
国
で
も
同
様
の
認
識
が
あ
る
。

頁
で
触
れ
た
英
国

98

の
﹁
勤
労
者
全
体
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｃ
自
動
加
入
制
度
﹂
導

入
前
に
、
政
府
出
資
の
独
立
機
関
で
あ
る
個
人
口
座
導
入

機
構
︵
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ａ
︶
は
新
Ｄ
Ｃ
年
金
の
運
用
対
象
に
関
し

て
、
各
界
の
意
見
を
求
め
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
を
発
出
し
た
︵
〇
九
年
五
月
︶。
そ
の
中
で
Ｐ
Ａ
Ｄ

Ａ
は
﹁
英
国
の
年
金
基
金
は
伝
統
的
に
資
産
成
長
を
図
る

た
め
株
式
に
投
資
し
て
き
た
﹂
と
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と

し
て
﹁
株
式
は
債
券
な
ど
に
比
べ
リ
ス
ク
が
高
く
、
投
資

家
は
高
リ
タ
ー
ン
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
た
と
き
に
の
み
高

リ
ス
ク
を
許
容
す
る
。
こ
れ
が
〝
株
式
は
債
券
を
ア
ウ
ト

パ
フ
ォ
ー
ム
す
る
〟
と
期
待
さ
れ
る
一
つ
の
理
由
で
あ

る
﹂
と
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
の
説
明
を
し
た
う
え
で
、

﹁
過
去
一
〇
九
年
間
に
わ
た
る
主
要
一
五
か
国
の
デ
ー
タ

も
株
式
の
高
リ
タ
ー
ン
を
裏
付
け
て
お
り
、
株
式
に
投
資

し
な
か
っ
た
場
合
の
機
会
損
失
は
非
常
に
大
き
い
﹂
と
述

べ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
の
場
合
に
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
株
価
下
落

が
余
り
に
大
き
く
長
期
に
亘
っ
た
故
に
﹁
長
期
運
用
な
ら

株
式
﹂
の
原
則
が
フ
ィ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二

〇
年
間
の
株
価
調
整
を
経
て
漸
く
日
本
株
の
バ
リ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
国
際
水
準
並
み
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
今
後
、

株
式
は
リ
ス
ク
資
産
と
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
織
り
込
ん

だ
リ
タ
ー
ン
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
世
界
の
株
式
市
場
に
目
を
向
け
れ
ば
投
資
機
会

は
多
い
。
日
本
の
株
価
は
、
八
九
年
末
を
一
〇
〇
と
す
る

と
一
一
年
末
に
二
五
へ
四
分
の
一
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
同
じ
期
間
に
米
国
株
は
︵
八
九
年
末
を
一
〇
〇
と
し

て
︶
三
五
六
、
英
国
株
は
二
三
〇
、
フ
ラ
ン
ス
株
は
一
五
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八
、
ド
イ
ツ
株
は
三
三
〇
へ
値
上
が
り
し
て
い
るD

。
さ
ら

に
新
興
国
株
式
に
も
投
資
す
れ
ば
、︵
短
期
的
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
の
見
返
り
に
︶
長
期
的
リ
タ
ー
ン
は
一
層
高

ま
る
こ
と
を
期
待
で
き
よ
う
。

関
係
者
が
株
式
へ
の
長
期
・
分
散
投
資
の
妙
味
を
地
道

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
投
資
価
値
が
見
直
さ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
勤
労
者
の
Ｄ
Ｃ
年
金
の
資
産
選
択
が

変
わ
る
と
と
も
に
、
デ
フ
ォ
ル
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
・
フ
ァ
ン
ド
な
ど
株
式
組
み
入
れ
商

品
を
採
用
す
る
企
業
が
増
え
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

⑸

金
融
サ
ー
ビ
ス
業
界
は
腰
を
据
え
た
Ｄ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を

資
産
運
用
に
た
ず
さ
わ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
界
が
、
Ｄ

Ｃ
年
金
を
拡
充
し
投
信
積
立
て
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
投

資
家
利
益
に
合
致
す
る
と
と
も
に
業
者
に
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。

元
来
、
資
産
運
用
ビ
ジ
ネ
ス
は
﹁︵
時
価
評
価
資
産
に

対
し
て
報
酬
を
計
算
す
る
の
で
︶
顧
客
資
産
が
増
え
れ
ば

運
用
者
の
収
入
も
増
え
る
│
す
な
わ
ち
顧
客
の
利
益
と
事

業
者
の
利
益
が
一
致
す
る
﹂
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
特
に

Ｄ
Ｃ
年
金
口
座
に
お
け
る
投
信
積
立
て
は
顧
客
の
便
益
に

資
す
る
。
何
故
な
ら
、
勤
労
者
は
投
信
を
毎
月
購
入
し
て

退
職
時
ま
で
保
有
す
れ
ば
、
①
分
散
さ
れ
た
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
、
②
時
間
分
散
投
資
が
出
来
て
、
③
長
期
投
資
の

果
実
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
Ｄ
Ｃ
年
金
推
進
の
業
者
サ
イ
ド
の
メ
リ
ッ
ト
に
関

し
て
、
筆
者
は
米
国
証
券
会
社
の
幹
部
か
ら
﹁
四
〇
一

︵
ｋ
︶
ビ
ジ
ネ
ス
は
収
益
機
会
が
三
度
あ
る
﹂
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。﹁
第
一
に
、
契
約
を
取
れ
ば
毎
月
し
か
も

長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
資
金
を
導
入
で
き
る
、
第
二
に
契

約
者
が
退
職
し
た
時
に
大
き
な
資
金
の
運
用
に
関
わ
れ

る
、
そ
し
て
第
三
は
相
続
︵
顧
客
の
家
族
と
の
取
引
に
つ

な
が
る
こ
と
︶
だ
﹂
と
言
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
〝
長
い
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付
き
合
い
〟
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

ま
た
Ｄ
Ｃ
年
金
の
延
長
線
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
米
国

で
始
ま
っ
て
い
る
﹁
退
職
者
向
け
の
〝
資
産
を
運
用
し
な

が
ら
引
出
す
仕
組
み
〟
の
提
供
﹂
は
、
高
齢
化
で
先
行
す

る
日
本
に
お
い
て
こ
そ
発
達
し
て
よ
い
サ
ー
ビ
ス
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

個
人
拠
出
が
始
ま
る
今
、
資
産
運
用
に
携
わ
る
金
融

サ
ー
ビ
ス
業
界
は
、
顧
客
利
益
と
合
致
す
る
と
と
も
に
長

期
の
収
益
機
会
に
つ
な
が
る
Ｄ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
に
ジ
ッ
ク
リ

腰
を
据
え
て
取
り
組
む
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

︵
注
︶

⑴

Ｉ
Ｒ
Ａ
は
八
一
年
の
税
制
改
正
に
お
い
て
企
業
年
金
加
入
者
に
も

利
用
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
八
六
年
に
は
企
業
年
金
加
入
者
に
つ

い
て
は
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。

⑵

価
格
変
動
商
品
に
定
額
投
資
し
て
い
け
ば
﹁
高
い
時
に
少
な
く
買

い
、
安
い
時
に
多
く
買
う
﹂
の
で
平
均
買
付
単
価
を
定
量
投
資
よ
り

低
く
で
き
る
。

⑶

み
ず
ほ
年
金
研
究
所
主
席
研
究
員
・
石
垣
修
一
氏
は
、
著
書
﹁
企

業
年
金
運
営
の
た
め
の
エ
リ
サ
法
ガ
イ
ド
﹂︵
二
〇
〇
八
年
中
央
経
済

社
︶
の
二
二
一
頁
に
お
い
て
﹁
・
・
・
従
業
員
拠
出
の
な
い
わ
が
国

の
確
定
拠
出
年
金
︵
企
業
型
︶
を
、
﹁
四
〇
一
(ｋ
)制
度
﹂
と
呼
ぶ
の

は
い
か
に
も
見
当
は
ず
れ
で
あ
る
。
・
・
・
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

⑷

総
務
省
統
計
局
：
家
計
調
査
年
報
︵
家
計
収
支
編
︶
平
成
二
二
年

版
第
１
︱
２
表
﹁
一
世
帯
当
た
り
一
ヶ
月
間
の
収
入
と
支
出
︵
総
世

帯
の
う
ち
勤
労
者
世
帯
︶
の
末
尾
記
載
項
目

⑸

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ァ
ン
ド
と
は
次
の
よ
う
な
仕
組
み
の
フ
ァ

ン
ド
で
あ
る
。
投
信
会
社
が
投
資
家
の
退
職
予
定
時
期
︵
タ
ー
ゲ
ッ

ト
イ
ヤ
ー
︶
別
に
︵
た
と
え
ば
二
〇
一
五
年
、
二
〇
二
〇
年
、
二
〇

二
五
年
、
二
〇
三
〇
年
・
・
な
ど
︶
数
本
以
上
の
フ
ァ
ン
ド
を
用
意

し
、
投
資
家
は
自
分
の
退
職
時
期
に
近
い
フ
ァ
ン
ド
を
購
入
す
る
。

各
フ
ァ
ン
ド
内
の
資
産
配
分
は
投
信
会
社
が
時
間
の
経
過
に
合
わ
せ

て
変
更
し
て
い
く
︵
当
初
は
株
式
の
比
重
を
高
く
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

イ
ヤ
ー
が
接
近
す
る
に
つ
れ
債
券
な
ど
安
定
資
産
の
比
重
を
高
め
て

い
く
︶
の
で
、
投
資
家
は
何
も
す
る
必
要
が
な
い
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ

ヤ
ー
・
フ
ァ
ン
ド
、
あ
る
い
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
デ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
ド
と

も
呼
ば
れ
る
。

⑹

“4
0
1
(
k
)
P
la
n
A
sse
t
A
llo
ca
tio
n
,
A
cco
u
n
t
B
a
la
n
c
e
s,
a
n
d

L
o
a
n

A
ctiv
ity

in

2
0
1
0
”

IC
I

R
e
se
a
rch

P
e
rsp
e
ctiv
e
,

D
e
ce
m
b
e
r
2
0
1
1。
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⑺

“E
B
R
I
R
e
se
a
rc
h
H
ig
h
lig
h
ts:R
e
tire
m
e
n
t
a
n
d
H
e
a
lth
D
a
ta
”

E
B
R
I
S
p
e
c
ia
l
R
e
p
o
rt
S
R
3
6
,
Ja
n
u
a
ry
2
0
0
1掲
載
デ
ー
タ
︵
九
二

年
末
資
産
残
高
五
、
五
〇
〇
億
ド
ル
・
加
入
者
数
二
二
・
四
百
万
人

に
よ
り
計
算
︶
。

⑻

﹃
年
金
情
報
﹄︵
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
︶
二
〇
一
二
年
三
月
五

日
号

⑼

﹃
年
金
情
報
﹄︵
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
︶
二
〇
一
二
年
三
月
五

日
号

⑽

﹃
年
金
情
報
﹄︵
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
︶
二
〇
一
二
年
三
月
五

日
号
︵
原
典
は
運
用
管
理
機
関
連
絡
協
議
会
﹁
確
定
拠
出
年
金
統
計

資
料
︵
二
〇
〇
二
年
三
月
末
～
一
一
年
三
月
末
︶﹂

⑾

英
国
の
新
し
い
退
職
準
備
貯
蓄
制
度
に
つ
い
て
は
、
杉
田
浩
治

﹁
自
動
加
入
方
式
を
採
用
す
る
英
国
の
新
個
人
年
金
制
度
︱
行
動
経
済

学
を
取
り
入
れ
た
改
革
︱
﹂
証
券
レ
ビ
ュ
ー
第
五
〇
巻
第
一
号

日

本
証
券
経
済
研
究
所

二
〇
一
〇
年
一
月

を
参
照
。

⑿

日
本
で
は
﹁
団
塊
の
世
代
﹂
と
は
一
般
的
に
一
九
四
七
～
一
九
四

九
年
の
三
年
間
に
生
ま
れ
た
世
代
を
指
す
が
、
米
国
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
は
一
九
四
六
～
一
九
六
四
年
の
一
九
年
間
に
生
ま
れ
た
世
代
を

指
し
て
い
る
。

⒀

“W
h
y
lo
n
g
e
v
ity
in
su
ra
n
c
e
is
a
g
o
o
d
so
lu
tio
n
”
h
ttp
:/
/

w
w
w
.
in
v
e
stm
e
n
tn
e
w
s.
c
o
m
/
a
p
p
s/
p
b
c
s.
d
ll/
a
rticle
?A
ID
=
/

2
0
1
2
0
2
1
9
/
R
E
G
/
3
0
2
1
9
9
9
7
9

⒁

“C
o
n
sid
e
r
th
is
n
e
w

to
o
l
in
th
e
in
c
o
m
e
a
rse
n
a
l”
h
ttp
:/
/

w
w
w
.
in
v
e
stm
e
n
tn
e
w
s.
co
m
/
a
rticle
/
2
0
1
2
0
2
1
2
/
R
E
G
/

3
0
2
1
2
9
9
7
9

⒂

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
准
教
授
・
北
尾
早
霧
氏
﹁
米
国
の
公
的

年
金
研
究
２
﹂︵
一
二
年
四
月
一
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
﹃
や
さ
し
い

経
済
学
﹄︶
に
よ
れ
ば
、
〝
米
国
で
年
金
制
度
が
始
ま
っ
た
一
九
三
七

年
時
点
の
平
均
寿
命
は
男
性
五
九
歳
、
女
性
六
四
歳
で
、
六
五
歳
か

ら
受
け
取
れ
る
公
的
年
金
は
長
寿
リ
ス
ク
の
保
険
を
主
眼
と
し
て
い

た
〟
と
の
こ
と
で
あ
り
、
米
国
で
は
当
初
か
ら
﹁
年
金
制
度
は
長
生

き
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
﹂
と
い
う
考
え
方
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⒃

日
本
の
現
在
の
就
学
実
態
か
ら
い
え
ば
一
五
歳
以
上
を
勤
労
者
と

す
る
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
際
的
に
一
五
～
六
四

歳
を
生
産
年
齢
人
口
と
す
る
統
計
が
一
般
的
で
あ
る
。

⒄

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
准
教
授
・
北
尾
早
霧
氏
﹁
米
国
の
公
的

年
金
研
究
６
﹂
︵
一
二
年
四
月
一
七
日
付
日
本
経
済
新
聞
﹃
や
さ
し
い

経
済
学
﹄
︶

⒅

﹁
﹁
日
本
版
Ｉ
Ｒ
Ａ
﹂︵
個
人
型
年
金
積
立
金
非
課
税
制
度
︶
導
入
の

提
言
﹂、﹃
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹄
︵
野
村
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
)

二
〇
一
一
年
新
春
号
︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
河
本
敏
夫
氏
と
の
共
著
︶
な
ど
。

⒆

﹁
わ
が
国
確
定
拠
出
年
金
の
抜
本
的
な
制
度
改
正
に
向
け
た
提
言
﹂
、

﹃
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
﹄
︵
野
村
資
本
市
場
研
究
所
︶
二
〇
〇
九

年
夏
号
。

⒇

E
B
R
I

D
a
ta
b
o
o
k

o
n

E
m
p
lo
y
e
e

B
e
n
e
fits

C
h
a
p
te
r

4
:
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P
a
rtic
ip
a
tio
n
in
E
m
p
lo
y
e
e
B
e
n
e
fit
P
ro
g
ra
m
s︵
源
典
は
米
国
労

働
省
︶

B

一
二
年
一
月
一
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
は
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
銀
行
の
試
算
と
し
て
、
二
二
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
毎
年
一
五
万
三

千
円
を
積
立
て
年
率
二
・
五
％
で
運
用
し
た
場
合
、
六
〇
歳
到
達
時

の
残
高
は
Ｄ
Ｃ
制
度
を
利
用
し
な
け
れ
ば
八
六
六
万
円
だ
が
、
Ｄ
Ｃ

制
度
を
利
用
す
れ
ば
九
六
二
万
円
と
な
る
︵
九
六
万
円
の
非
課
税
効

果
が
あ
る
︶
ほ
か
、
拠
出
時
の
所
得
税
軽
減
効
果
が
八
七
万
円
あ
る

と
伝
え
て
い
る
。
税
効
果
は
合
計
で
一
八
三
万
円
、
積
立
て
元
本
五

八
一
・
四
万
円
に
対
し
三
一
％
に
も
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

C

頁
注
釈
で
触
れ
た
英
国
の
﹁
勤
労
者
全
体
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｃ
自

98
動
加
入
制
度
﹂
導
入
の
前
段
階
で
政
府
が
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
発

表
し
た
第
二
回
白
書
︵﹁
個
人
口
座
：
新
し
い
貯
蓄
方
法
﹂︶
の
中
の

一
節
。

D

日
本
は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
、
米
国
は
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
、
英
国
は
Ｆ
Ｔ
Ｓ

Ｅ
１
０
０
、
フ
ラ
ン
ス
は
Ｃ
Ａ
Ｃ
４
０
、
ド
イ
ツ
は
Ｄ
Ａ
Ｘ
を
と
っ

た
。

︵
す
ぎ
た

こ
う
じ
・
当
研
究
所
専
門
調
査
員
︶

証券レビュー 第52巻第 5号
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